
剣道が趣味の新社会人♪
野村 海人さん  （21）

　山﨑さんが金魚を飼い始めて約12年。きっかけは「孫にみ
せてあげたくてやったと思う。もう前のことで忘れた」と笑いな
がら話してくれました（^^）それからは飼っている山﨑さんの方
が金魚が可愛くなり、楽しみにもなっているそう。また取材当
日、一緒にお話しを聞かせてくれた娘さんも金魚好き ！  金魚す
くいも大好きで得意 ！ ！  「夏の度すくってその金魚たちを自分の
家でもちろん飼うし、お母さんのとこへ持ってきて、この水槽で
飼ってもらうがよ」とこれまたにこにこ顔で話してくれました。そ
してなんと水槽の管理は娘さんの旦那さん☆  ご家族みんなで
金魚を可愛がっています（≧▽≦）
　山﨑さんの水槽は自営業されているお店に置いています。
「お店に座るお客さんからも、きれいやね、和むねと声をかけて
もらうよ」と水槽の中でスイスイ泳いでいる金魚さんたちを前に
嬉しそうに話してくれた山﨑さんでした（*^^*）

吉川支所
管内より

　小学校６年生から剣道を始め、現在では趣味と
なり、健康のためにもと道場の方に週２回通ってい
るそう。年齢もバラバラ、職種もみんな違うとあっ
て、そういった人たちと剣道を通じて交流が出来る
のが楽しく、やめずに通っている理由の１つ。
　取材後、野村さんから嬉しいご連絡が ！  昇段試
験を受けられ“四段”に昇級したとのご報告 !
（^^）!
　また、昨年NOSAI高知に就職。１年が過ぎたと
こで、まだまだ覚えることがたくさん ！  そんななかお
客さんにご案内をしたことを感謝されたことがあるエ
ピソードを話してくれました。
　NOSAIもわたしたちJAも地域の農業発展のため
色々な面で力になりたいとの思いは一緒ですね。

農業男子☆
山﨑 雄一さん  （32）
やま さき　ゆう いち

　小島さん・春田さん２人は神奈川県出身。
　小島さんのお母さんが高知県出身で小さい頃から、夏休みと年末年始は高知で過ごす
ことが多く高知が大好きに。いつか高知に住みたいなと心のどこかで思いつつ、大学卒
業後、東京で就職。しかしどうしても高知に住み農業をしたいとの夢が捨てきれず、高知
県で４市が開催している“移住フェア”に参加。その時に香南市のブースで香南市役所
地域おこし協力隊が山北みかん新規就農に向けて担い手候補生１名募集していたのに行
き当たり、これは何かの縁だ ！  と感じ応募。26歳の時に採用され現在研修２年目です。
　また、春田さんが高知へ来たきっかけは、小学校以来の大の仲良しであった小島さんに
山北みかんの収穫体験に誘ってもらったこと。約２ヶ月間農業に携わることで“自分に合っ
ている”と感じ、就農への思いが本格的に。現在２人は一生懸命研修に励んでいます。
　「農業をするのは大変だけど、地域の方々が温かく自分たちを迎え入れてくれて本当に
感謝しているし、大変さの中にやりがいもすごく感じている」と２人は口を揃えていきいき
とした表情で話してくれました（*‘∀‘）

はる　た　こう　き

こ　じま　そう いち ろう

２人は新規就農に向けて
奮闘中 ！ ！
小島 漱一郎さん  （27）   （右） 
春田 航輝さん  （27）   （左） 

親子で金魚が大好き♡
金魚
飼い主：山﨑 悦代さん

地区担当者より

香我美支所管内より 物部支所
管内より

　ゆず農家で生まれ育った山﨑さんは就農して６年
目になります。現在はご自身のほ場でゆずの木700
本の管理と、４年前からは４月から９月の期間シシト
ウ約180本も栽培しています。
　取材時はシシトウ収穫真っ只中 ！  忙しい時には
お母さんの応援の手を借りながら、熱心に農業に
取り組んでいます。
　そんな山﨑さんの趣味は“家庭菜園”。作物を育
てることが大好きなことが伺えます（^o^）／  今年
はスイカとナスを作ったそうで、普段はあまり食べな
いスイカも今年はたくさん食べたそう。
　体はごつく一見寡黙な感じが漂っていましたが、
お話すると物腰やわらかく、大好きな食べることの
話で盛り上がり、寡黙な印象はどこへやら。ロング
インタビューとなりました（*^-^*）

やま さき　えつ　よ

の　むら　かい と

新規就農にあたり、
ほ場を探しています。
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土佐山田
第２集出荷場　
竣工式

　

香
美
市
土
佐
山
田
町
で
建
設
を
進

め
て
い
た
Ｊ
Ａ
高
知
県
香
美
地
区
土

佐
山
田
第
２
集
出
荷
場
が
完
成
。
８

月
30
日
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
関
係
者
な

ど
約
30
名
が
出
席
し
、
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
集
出
荷
場
は
受
け
込

み
搬
入
口
の
扉
が
増
え
、
大
型
予
冷

庫
を
導
入
し
た
こ
と
で
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
（
低
温
物
流
）
が
可
能
に

な
り
、
鮮
度
保
持
期
間
が
圧
倒
的
に

長
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
搬

入
さ
れ
た
青
果
物
（
ニ
ラ
・
や
っ
こ

ね
ぎ
・
青
ね
ぎ
）
は
、
予
冷
・
包
装

を
経
て
輸
送
や
一
時
保
存
な
ど
の
流

通
段
階
で
、
傷
み
や
腐
敗
の
リ
ス
ク

が
減
少
し
、
よ
り
新
鮮
な
状
態
で
消

費
者
に
届
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
部
部
長　

竹
島
章
氏
は
「
ま

ず
は
工
事
に
あ
た
り
、
近
隣
住
民
の

方
々
の
ご
理
解
と
建
設
関
係
者
等
み

な
さ
ま
の
お
か
げ
に
よ
り
完
成
し
た

こ
と
が
大
変
嬉
し
く
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
生
産
者
全
員
が
新
た

な
気
持
ち
で
、
さ
ら
に
生
産
量
を
増

や
し
、
今
後
何
十
年
も
続
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
産
地
を

維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
、
強
い
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　新設された第２集出荷場　搬入口

土佐山田支所管内

地区本部

野市支所管内 香我美支所管内

　

女
性
部
野
市
支
部
『
直
販
部
ふ
れ
あ

い
の
市
』
は
、
長
い
間
野
市
駅
構
内
で

行
っ
て
き
た
「
土
曜
市
」
を
、
７
月
末

を
も
ち
ま
し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

直
販
部
ふ
れ
あ
い
の
市
は
、
現
在
マ

ル
ナ
カ
野
市
店
内
に
直
販
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
女
性
部
員
が
地
域
で
育
て
た
安

全
・
安
心
な
農
産
物
や
、
手
造
り
の
加

工
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
土

曜
市
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
「
手
作
り

み
そ
」
を
９
月
か
ら
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　女性部野市支部
「手作りみそ」販売開始 グリーンレモン収穫最盛期

　

山
北
果
樹
集
出
荷
場
で
７
月
下
旬

か
ら
「
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
」
の
出
荷
が

最
盛
期
を
迎
え
、
８
月
16
日
に
Ｒ
Ｋ
Ｃ

高
知
放
送
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
で
は
、
衝
撃
や
傷
に
弱
い

た
め
、
手
作
業
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
収
穫
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の

後
、
収
穫
し
た
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
を
そ

の
場
で
絞
り
、
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
に

し
て
試
飲
。
従
来
の
レ
モ
ン
よ
り
香
り

が
強
い
と
こ
ろ
や
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
果

汁
を
直
接
感
じ
て
い
た
だ
き
、
美
味
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

収
穫
は
10
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
賞
味
下
さ
い
。

取材を受ける　研究会　近森寛臣さん

“おんな塾”で
いやしのキャンドル作り教室

夢中になって作る姿と色とりどりのキャンドル

　

女
性
部
土
佐
香
美
地
区
は
８
月
25

日
、
野
市
支
所
２
階
で
令
和
４
年
度

と
さ
か
み
〝
お
ん
な
塾
〞
を
開
講
。

　

講
師
と
し
て
藤
岡
さ
わ
先
生
を
迎

え
、
地
域
住
民
と
女
性
部
員
な
ど
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
中
に
入
れ
る
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
を
選
び
、
器
に
位
置
や
量
を

考
え
な
が
ら
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
入
れ
て

い
き
ま
す
。
藤
岡
先
生
か
ら
は
、
最

後
に
ロ
ウ
を
流
し
入
れ
た
時
に
浮
か

な
い
様
な
コ
ツ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
、
自
分

が
選
ん
で
き
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

入
れ
て
み
て
は
、
少
し
離
れ
て
器
を

回
し
て
見
た
り
と
、
夢
中
に
な
っ
て

作
り
ま
し
た
。

　

仕
上
が
っ
た
人
か
ら
ロ
ウ
を
器
に

流
し
込
む
と
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
が

く
っ
き
り
は
っ
き
り
と
見
え
、
参
加

者
か
ら
は
「
き
れ
い
」
と
の
声
。
ま
た

「
配
置
が
難
し
か
っ
た
」「
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
作
品
が
で
き
、
楽
し
か
っ

た
」
等
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
藤
岡
先
生
か
ら
、「
真
ん
中

に
ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て
火
を
灯
し
雰

囲
気
を
楽
し
む
も
い
い
で
す
が
、
ロ

ウ
ソ
ク
で
は
な
く
芳
香
剤
を
入
れ
て
お

部
屋
に
置
く
楽
し
み
方
も
ぜ
ひ
し
て

み
て
下
さ
い
」
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

ＪＡ女性部香北支部
“マルシェ”開催

　

女
性
部
香
北
支
部
は
８
月
24
日
、

香
北
支
所
２
階
で
〝
Ｊ
Ａ
女
性
部
マ

ル
シ
ェ
〞
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず
、

部
員
同
士
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、

何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
と
話
し

合
い
を
進
め
る
な
か
、
部
員
か
ら
の

提
案
で
実
行
に
至
っ
た
活
動
で
す
。

　

当
日
は
部
員
の
声
掛
け
の
成
果
も

あ
り
、
部
員
を
含
め
約
１
５
０
人
の

来
場
者
で
会
場
は
大
賑
わ
い
。
女
性

部
手
作
り
の
ち
ら
し
寿
司
・
チ
ヂ
ミ

は
即
完
売
。
そ
の
他
み
そ
加
工
グ

ル
ー
プ
の
み
そ
や
、
部
員
が
栽
培
し

た
野
菜
、
手
芸
品
等
も
販
売
。　
　

　

家
の
光
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
折
り
紙
・
絵
手
紙
等
の
作
品
展
示

も
行
い
日
ご
ろ
の
活
動
発
表
の
場
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

小
松
利
子
支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
も
関
わ
ら
ず
、
予
想
を
上
回
る
多

く
の
方
々
に
来

て
頂
き
、
改
め
て

女
性
部
の
力
を

感
じ
た
」
と
今
回

の
支
部
活
動
の

成
功
を
話
し
ま

し
た
。 来場者で賑わう会場

香北支所管内

旬の野菜や果物など、丹精込めて栽培した農産物とともに、ぜひご賞味ください。
価格600円（800ｇ）
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

ソ
ラ
マ
メ

マ
メ
科
野
菜
の
連
作
を
避
け
る

　

ソ
ラ
マ
メ
は
サ
ヤ
が
上
向
き
に
付
く
の
で
空
豆
、
サ

ヤ
の
形
が
蚕
の
繭
に
似
て
い
る
の
で
蚕
豆
と
も
書
き

ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
と
糖
質
が
主
な
成
分
で
、
代
謝

を
円
滑
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
B
群
や
高
血
圧
予
防
に
効

果
的
な
カ
リ
ウ
ム
、
貧
血
を
予
防
す
る
鉄
分
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
す
。

【
品
種
】「
陵
西
一
寸
」（
み
か
ど
協
和
）、「
仁
徳
一
寸
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
打
越
一
寸
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）

な
ど
。

【
畑
の
準
備
】
種
ま
き
２
週
間
前
に
畑
１
平
方
ｍ
当
た

り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
全
面
に
施
し
、
土
と
よ
く

混
ぜ
て
お
き
ま
す
。
次
に
、
１
週
間
前
に
畝
幅
１
２

０
㎝
を
取
り
、
深
さ
20
㎝
の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
ｍ

当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０

ｇ（
窒
素
成
分
で
10
ｇ
）
と
堆
肥
１
㎏
を
入
れ
、
土

と
よ
く
混
ぜ
て
幅
40
〜
50
㎝
の
栽
培
床
を
作
り
ま
す
。

（
図
１
）。

【
種
ま
き
と
育
苗
】
温
暖
地
で
は
10
月
中
旬
〜
11
月

上
旬
が
適
期
で
、
早
ま
き
し
て
年
内
に
生
育
が
進
み

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
じ
か
ま

き
は
、
株
間
40
㎝
程
度
、
種
の
黒
い
筋
（
お
は
ぐ
ろ
）

を
斜
め
下
に
浅
く
差
し
込
ん
で
種
の
一
部
が
わ
ず
か
に

見
え
る
程
度
に
１
カ
所
２
粒
ま
き
ま
す
。（
図
２
）。

発
芽
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
１
本
を
残
し
て
間
引
き
ま
す
。

育
苗
す
る
場
合
は
、
ポ
ッ
ト
に
１
粒
を
ま
き
、
本
葉

２
枚
の
頃
に
畑
へ
植
え
付
け
ま
す
。
寒
い
地
域
で
は

冬
の
間
、
寒
冷
紗
（
し
ゃ
）
の
ト
ン
ネ
ル
掛
け
で
、

霜
よ
け
を
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

【
追
肥
と
土
寄
せ
】
春
先
に
生
育
の
勢
い
が
良
く
な
り

始
め
た
こ
ろ
と
開
花
始
め
ご
ろ
に
化
成
肥
料
を
畝
１
ｍ

当
た
り
30
ｇ
程
度
（
窒
素
成
分
で
３
ｇ
）
追
肥
し
ま

す
。
追
肥
後
は
株
元
に
土
寄
せ
を
し
ま
す
。（
図
３
）。

【
支
柱
立
て
と
整
枝
】
早
春
か
ら
生
育
が
盛
ん
に
な

り
、
10
本
程
度
の
測
枝
が
出
て
く
る
の
で
、
太
い
枝
を

６
、
７
本
残
す
よ
う
に
細
い
枝
を
切
り
取
り
ま
す
。
そ

し
て
、
株
の
中
に
土
入
れ
し
、
株
の
両
側
に
テ
ー
プ
を

張
り
、
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
。

【
病
害
虫
の
防
除
】
春
に
な
る
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
飛
来

し
、
新
葉
に
群
生
し
ま
す
。
先
端
を
20
㎝
程
度
切
り

取
っ
て
お
く
と
、
倒
伏
の
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

【
収
穫
】
サ
ヤ
が
重
み
で
下
が
り
、
光
沢
が
出
て
黒
い

斑
点
が
現
れ
、
背
筋
が
黒
く
変
色
す
る
こ
ろ
が
収
穫
適

期
で
す
。

症
状
・
特
徴

●
主
に
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
モ
モ
ア
カ
ア
ブ

ラ
ム
シ
で
、
体
長
１
〜
２
㎜
程
度
。　

●
卵
を
産
ま
ず
直
接
幼
虫
を
産
み
、
短
期
間

で
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
幼
虫
が

葉
・
茎
・
新
芽
に
付
着
し
吸
汁
し
て
、
株

の
生
育
が
阻
害
さ
れ
、
葉
が
萎
縮
し
ま
す
。

ま
た
、
粘
液
状
の
排
泄
物
が
付
着
し
て
商

品
価
値
が
低
下
し
ま
す
。

防
除
ポ
イ
ン
ト

●
ハ
ウ
ス
や
ほ
場
周
辺
の
除
草
は
播
種
前
に

行
い
、
発
生
源
を
除
去
し
ま
す
。

●
前
作
終
了
後
に
残
渣
を
持
ち
出
し
処
分
し

た
あ
と
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
っ
て
蒸
し
込
み

を
行
い
ま
す
。

●
定
植
時
に
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
粒
剤
（
９
kg
/

10
ａ
）
を
植
溝
処
理
土
壌
混
和
し
ま
す
。

も
し
く
は
生
育
期
（
収
穫
３
日
前
ま
で
）

に
株
元
処
理
し
ま
す
。

●
収
穫
期
に
は
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ（
４
０
０
０
倍
）

等
の
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

●
成
虫
は
黄
色
に
誘
引
さ
れ
る
た
め
ホ
リ

バ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

春 

菊

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

症
状
・
特
徴

●
葉
は
不
明
瞭
で
や
や
黄
化
し
た
病
斑
を
生

じ
、
次
第
に
拡
大
し
て
不
整
形
と
な
り
ま

す
。
病
斑
の
葉
裏
に
は
霜
状
白
色
〜
淡
黄

色
の
カ
ビ
が
密
生
し
ま
す
。
病
斑
は
次
第

に
拡
大
し
、
や
が
て
病
変
部
分
の
葉
縁
が

内
側
に
巻
き
上
が
り
、
枯
死
し
て
褐
色
に

な
り
ま
す
。

●
葉
柄
や
茎
は
淡
褐
色
で
楕
円
形
の
窪
ん
だ

病
斑
と
な
り
、
多
発
す
る
と
葉
裏
だ
け
で

な
く
茎
表
面
も
白
い
霜
状
の
カ
ビ
に
覆
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
比
較
的
に
発
病
の
進
行
が
早
く
、
病
斑
部

分
が
褐
色
に
枯
れ
、
１
〜
３
日
で
ほ
場
全

体
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

防
除
ポ
イ
ン
ト

●
初
期
防
除
が
被
害
軽
減
に
重
要
で
、
ク
プ

ロ
シ
ー
ル
ド
（
１
０
０
０
〜
２
０
０
０
倍
）

等
の
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
多
湿
条
件
下
で
の
発
生
が
多
い
の
で
、
ハ

ウ
ス
内
の
換
気
を
徹
底
し
、
灌
水
過
多
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
過
繁
茂
状
態
に
す
る
と
発
病
が
助
長
さ
れ

る
の
で
、
窒
素
過
多
や
密
植
栽
培
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

黄化症状

霜状のカビ

被害状況（葉裏）

モモアカアブラムシ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

べ
と
病

●
菌
核
病
に
感
染
す
る
と
、
葉
の
根
元
や
茎
の

枝
分
か
れ
部
分
な
ど
に
暗
褐
色
の
シ
ミ
の
よ
う

な
病
斑
が
出
現
し
ま
す
。
病
斑
は
徐
々
に
広
が

り
、
白
い
綿
毛
の
よ
う
な　
「
菌
糸
」
を
発
生
さ

せ
な
が
ら
、
植
物
全
体
を
腐
敗
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
果
菜
類
や
果
樹
で
は
咲
き
終
わ
っ
た
花

か
ら
発
病
し
、
果
実
全
体
を
白
い
菌
糸
で
覆
い

尽
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
葉
・

花
・
果
実
な
ど
が
灰
色
の
カ
ビ
で
覆
わ
れ
る

「
灰
色
か
び
病
」
と
は
、
発
生
す
る
菌
糸
や
カ
ビ

の
色
で
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
生
し
や
す
い
条
件

●
秋
と
春
に
発
生
し
や
す
く
、
子
の
う
盤
の
形

成
に
好
適
な
気
温
（
15
〜
20
℃
）
の
時
期
に
、

大
雨
が
あ
っ
た
り
降
雨
が
続
く
と
湿
度
条
件

も
好
適
と
な
る
の
で
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

防
除
ポ
イ
ン
ト

☆
発
生
ほ
場
で
の
連
作
を
避
け
、
発
生
状
況
や

気
象
条
件
を
考
え
、
予
防
的
に
薬
剤
散
布
し

ま
す
。

☆
発
病
株
は
菌
核
を
形
成
し
な
い
う
ち
に
抜
き

取
り
、
ほ
場
外
に
出
し
ま
す
。

☆
ほ
場
の
排
水
を
良
好
に
し
ま
す
。
肥
培
管
理

を
適
正
に
し
、
過
繁
茂
と
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

症
状
・
特
徴

●
近
年
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
病
気
で
、
花
蕾

お
よ
び
葉
に
発
生
し
ま
す
。
葉
に
は
輪
紋
状

の
褐
色
か
ら
黒
褐
色
の
病
斑
を
生
じ
、
花
蕾

に
は
、
黒
色
の
小
斑
点
が
生
じ
た
の
ち
に
拡

大
し
、
黒
褐
色
に
腐
敗
し
て
周
辺
の
蕾
は
黄

変
し
ま
す
。

発
生
し
や
す
い
条
件

●
黒
す
す
病
は
18
〜
35
℃
で
発
病
し
、
特
に
25

〜
31
℃
前
後
が
発
病
の
適
温
で
、
９
月
〜
11

月
に
発
生
が
多
い
病
気
で
す
。
病
原
菌
（
糸

状
菌
）
は
、
病
斑
上
に
生
じ
た
胞
子
が
風
雨

で
飛
散
し
て
伝
染
、
ま
た
は
、
残
渣
と
共
に

土
壌
中
で
生
存
す
る
た
め
、
次
作
で
も
発
生

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
天
候
不
順

に
よ
り
発
生
が
助
長
さ
れ
、
９
〜
10
月
が
高

温
・
多
湿
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

防
除
ポ
イ
ン
ト

☆
連
作
を
避
け
、
緑
肥
を
播
く
等
の
対
策
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
多
発
し
た
ほ
場
で
は
土
壌

消
毒
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

☆
発
病
期
に
は
、
病
斑
の
発
生
前
か
ら
薬
剤
散

布
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
葉
に
症
状
が
見
ら

れ
る
場
合
は
、
出
蕾
前
の
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。　

初期症状

被害状況

菌
核
病

黒
す
す
病
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物
部
の
ゆ
ず
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
若
者
た
ち
。

知
っ
て
い
る
人
も
い
て
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
２
年
ぶ
り
の
湖
水
祭
り
の
花
火
を

夫
と
見
に
行
き
ま
し
た
。
孫
た
ち
、
娘
た
ち
と
ま

た
み
ん
な
で
見
た
い
な
あ
〜
! !

（
香
美
市
物
部
町
・
62
歳
）

今
月
の
気
に
な
る
人　

い
つ
も
拝
見
し
て
い
ま
す

が
、
農
業
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
若
い
人
達

に
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
。

（
香
美
市
香
北
町
・
74
歳
）

毎
日
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
８
０
０
０
歩
以
上
を
歩

く
こ
と
を
目
標
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
迷
惑

か
け
な
い
よ
う
、
健
康
第
一
で
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
収
束
（
終
息
）
を
願
っ
て
い

る
毎
日
で
す
。

（
香
南
市
赤
岡
町
・
64
歳
）

▼
集
合
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
い
た
時
も
、
物
部
ゆ

ず
青
年
部
の
み
な
さ
ん
の
明
る
さ
・
若
さ
パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
し
た
☆  

何
よ
り
ゆ
ず
を
作
る
こ
と
へ
の

情
熱
、
地
域
愛
そ
れ
に
感
心
し
ま
し
た
。
今
月
号

に
も
部
員
で
あ
る
山
﨑
さ
ん
の
掲
載
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
下
さ
い
。
わ
た
し
も
花
火
大

会
に
家
族
で
お
出
か
け
し
ま
し
た
。
何
年
ぶ
り
か

だ
っ
た
の
で
感
動
も
ひ
と
し
お
で
し
た
！  

一日
も

早
く
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▼
特
集
❷
フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
長
寿
に
関
し
て

た
く
さ
ん
の
お
便
り
頂
き
ま
し
た
。
健
康
長
寿
に

欠
か
せ
な
い
３
本
柱
「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参

加
」。
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に
大

事
な
こ
と
。
大
切
な
人
生
、
健
康
な
体
で
美
味
し

い
食
事
と
、
家
族
・
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
た

い
で
す
ね
! !

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２　TEL.0887－56－0121

野市支所　56－0921　　 物部支所　　　58－3105
香北支所　59－2321　　 土佐山田支所　53－2155
吉川支所　55－2117　 　赤岡支所　　　55－2151
夜須支所　55－2155　　 香我美支所　　55－3135

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

特産センター　56－0061　　車輌センター　　56－0314
農機センター　53－4221　　LPガスセンター　53－4353
JA共済高知中央サービスセンター　088－821－6015
JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 56－5911（24時間対応）

香美営農経済センター　56－2372

　令和４年11月1日（火）より、下記の支所にて昼時間休
業を導入いたします。皆さまにはご不便をお掛けいたします
が、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

平日（月曜日～金曜日）

８：30 ～ 11：30
昼時間休業（11：30～ 12：30）
12：30 ～ 15：00

令和４年11月1日（火）

①ＪＡ高知県　野市支所
②ＪＡ高知県　香北支所
③ＪＡ高知県　土佐山田支所
④ＪＡ高知県　赤岡支所

導入開始日

対象支所

窓口営業時間

＊地区担当者のつぶやき＊
　香美市土佐山田町の方から、可愛らしい挿絵付きでお便り頂きました（*^^*）「こう
ぐり」を読んで、書いて送って下さるご意見・感想が届くのが毎回楽みであり、広報
誌を制作する力になっています♪
　今回は１歳の子どもさんが言葉を言い出したコメント付き。ほっこりします。これから
どんどん言葉を覚えて、お話しだすのが楽しみですね（*^▽^*）
　わたし自身小さい頃、玉ねぎのことを「玉げに」、もやしを「もやさい」としばらく
言っていたと母が話してくれたことを思い出しました（笑）

廃ポリ・廃プラ回収日

◆ 廃プラ（ビニール）
とき：11月15日（火）　午前９時～11時
とき：11月18日（金）　午前９時～10時
とき：11月 ９日（水）　午前９時～10時

とき：11月17日（木）　午前８時～10時

香北支所
土佐山田支所
野市支所
吉川・香我美・赤岡支所

◆ 塩ビ（畔波・かん水パイプ）
とき：11月 ４日（金）　午前９時～10時野市支所

◆ 糸入りフィルム
とき：11月18日（金）　午前９時～10時土佐山田支所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着する
と、費用負担が多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散す
ることにより近隣住民に大きなご迷惑となります。回収にあた
り、異物を十分に取り除いて頂きますようお願いいたします。

回収に
あたっての
ご注意

　香北支所は生姜予冷庫前、土佐山田支所は土佐山田購
買課西側駐車場。野市支所、夜須支所、吉川・香我美・
赤岡支所は旧香我美ライスセンターとなっています。

回収場所

信用共済窓口における
昼時間休業の導入について◆ 廃ポリ

とき：11月17日（木）　午前９時～11時
とき：11月11日（金）　午前９時～11時
とき：11月18日（金）　午前９時～11時
とき：11月25日（金）　午前９時～11時
とき：11月 ８日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：11月10日（木）　午前８時～10時

香北支所
土佐山田支所
野市支所

夜須支所
吉川・香我美・赤岡支所
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